
令和7年度教科指導支援事業
【小規模校連携モデル研究】美作ブロック

【令和5年度】

英田中・勝田中・作東中

【令和6年度～】

英田中・勝田中・作東中

・美作中・大原中



令和7年度
美作ブロックの研究内容

【令和6年度の生徒アンケートからの課題】

〇「英語の学習は楽しい」「英語の授業は
よくわかる」の数値の向上

〇「書く活動」の充実



生徒の英語に対する意識調査
アンケート結果（令和７年７月）

最上位
２２．２％

１～２
２４．８％



生徒の英語に対する意識調査
アンケート結果

最上位
２０．４％

１～２
２３．９％



生徒の英語に対する意識調査
アンケート結果 最上位

３８．８％

最上位
３９．７％



生徒の英語に対する意識調査
アンケート結果

最上位
２８．４％

最上位
２４．２％



生徒の英語に対する意識調査
アンケート結果

最上位
３１．８％

最上位
２９．７％



生徒の英語に対する意識調査
アンケート結果

最上位
３７．５％

最上位
２８．０％



生徒の英語に対する意識調査
アンケート結果

最上位
３５．０％

最上位
３２．９％



生徒の英語に対する意識調査
アンケート結果

【アンケート結果から】経年比較 （最上位回答）

令和6年4月 令和7年7月
・英語の授業は好きだ １２．３％ ２２．２％
・英語の授業はよくわかる ２１．５％ ２０．４％



生徒の英語に対する意識調査
アンケート結果

【アンケート結果から】経年比較 （最上位回答）

令和6年4月 令和7年7月
・聞く活動があった ２７．７％ ２８．４％
・読む 〃 ３３．１％ ３１．８％
・話す 〃 ４４．６％ ３７．５％
・書く 〃 ２５．４％ ３５．０％

意欲的に取り組んだか？ に対して
書く活動が一番数値が高かった。（３２．９％）



生徒の英語に対する意識調査
アンケート結果

【今までの英語の授業で印象に残っている活動は何ですか
※抜粋】

・端末での学習がテストの役に立った。
・ALTの先生が来た時に、班でクイズをしたこと。
・みんなの好きな物のアンケートを取る。
・ユニバーサルデザインの製品についてまとめたこと。
・ALTの先生と英会話のテストをしたこと。
・洋楽を歌ったこと。
・他校の生徒と、端末で1対1で話したこと。
・他校とゲームをしたこと。
・尊敬する人への手紙を書いたこと。



生徒の英語に対する意識調査
アンケート結果

【今後英語の授業でやってみたい活動は何ですか※抜粋】
・他の学校との交流をしたい。
・kahootを使ってゲームをしたい。
・とにかく英語で会話したい。
・ALTの先生ともっと話したい。
・英語の歌をもっと歌いたい。
・ALTの先生が来た時だけでなく、もっと日々の授業から
班のみんなと関わる時間が欲しい。
・海外の方とオンラインで会話したい。
・単語を毎時間しっかり確認したい。



令和7年度
美作ブロックの研究内容

【課題解決に向けた取組】

①英語の学習意欲を向上するための活動

・他校へTTとして授業に参加する

・ICTの有効活用

②「書く活動」を授業内に取り入れる

・話したこと、伝えたことを「書く」

・定期考査共通問題で見とる。



合同教科会の実施内容

〇毎週木曜日（１３：２５～１４：１５）

オンライン会議

〇毎月末、輪番で公開授業（配信・録画）、協議
（今年度はあまりできなかった）

〇先進校視察（令和7年度 倉敷市立庄中学校）

〇定期テスト共通問題の作成

〇年度初と学期末に生徒アンケートを実施



合同教科会の実施内容

〇オンライン会議

・進度の確認

・各校授業実践の好事例の共有

・効果的なICT活用について

・Google Classroomでの情報共有

・小規模連携アドバイザーからの助言



合同教科会の実施内容
〇公開授業

・毎月末は2時間続きで授業⇒協議

・学期に一回、2校ずつをオンラインでつないで合同授業



合同教科会の実施内容
〇先進校視察

・令和6年度⇒総社市立昭和五つ星学園義務教育学校（6月）

倉敷市立児島中学校（10月）

・令和7年度⇒倉敷市立庄中学校（11月）

・視察レポートや資料を共有



合同教科会の実施内容

〇定期テスト共通問題作成

・各学期末テストで思・判・表の共通問題

・各学校の進度に合わせて問題作成⇒協議

・採点基準のすりあわせ

・実施後の状況について協議

・



合同教科会の実施内容

〇各学期末に生徒アンケート（別項）

・全国学調のアンケートをもとに、生徒の
英語に対する意識調査を年度初、学期末に
実施

・今年度の課題

⇒「英語の授業はよくわかる」「書く活動
が設定されている」の数値向上



合同教科会の実施内容

〇Google Classroomで情報共有

美作市教委の先生方も参加、コメント



Classroomでの情報共有（実践交流）



Classroomでの情報共有（連絡）



これまでの活動を振り返って
【成果】

〇毎週のミーティングでの実践報告や、授業公開・協議
や、アドバイザーからの助言を通して、授業改善につなげ
ることができている。

〇視察校での取り組みをレポートにまとめ共有すること
で、授業実践に活かすことができている。

〇オンライン合同授業を通して、学校をこえた生徒同士の
つながりを作り、学習意欲を高めることができた。

〇定期テストの共通問題を作成することで、今求められる
力について教科会で考え、よりよい問題作成につなげるこ
とができている。



これまでの活動を振り返って
【課題とこれからの取り組みについて】

〇共通の課題意識をもって授業づくりを続け
る。定期テスト共通問題を見通した授業に各
校で取り組む。

〇この事業が終わった後も続けていくことが
できる体制づくり

・週1回のオンライン教科会

・オンライン合同授業を用いた交流

小規模校ならではの困難さを解消できる取り
組みを続けていけるようにする。


